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Ⅰ　基本情報

Ⅱ　令和3年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

仕様書に沿った適
切な管理運営が
なされている。ま
た、職員間の情報
共有を密にし、入
所者処遇の向上
につなげている点
が評価できる。

名称

募集方法

札幌市拓寿園（軽費老人ホームB型） 所在地 札幌市北区屯田７条７丁目1-22

（1）施設の維持及び管理に関する業務
（2）老人福祉法第20条の6に規定する目的のために行う事業の計画及び実施に関する業務
（3）施設の利用等に関する業務
（4）（1）～（3）の業務に付随する業務

社会福祉法人札幌慈啓会

平成30年4月1日～令和5年3月31日

所管局の評価

施設数：単独

名称

入所者処遇

項　目 実施状況

1,441.28㎡

主要施設

家庭環境、住宅環境等の理由により居宅において生活することが困難な老人を低額な料金で入
居させ、日常生活上必要な便宜（食事提供を除く）を供与し、老人が健康で明るい生活が送れるよ
うにすること。

事務室、応接室、当直室、ボイラー室、浴室、脱衣室、洗濯室、集会室、娯楽室、物品庫、物置、
便所、居間（1人部屋42室、2人部屋4室）

非公募

非公募の場合、その理由：入所者に対し適切なサービスを提供するためには、入所者と施設職員
との間に継続的な人的信頼関係が必要不可欠であり、指定管理者が変更されると、拓寿園の管
理運営に重大な支障をきたす恐れがあるため、非公募としている。

３　評価単位

指定期間

複数施設を一括評価の場合、その理由：

指定管理者
の自己評価

指定管理者評価シート

事業名 軽費老人ホーム（Ｂ型）管理費 所管課（電話番号） 保健福祉局高齢保健福祉部介護保険課（２１１－２９７２）

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

昭和50年３月 延床面積

指定単位
施設数：1施設

複数施設を一括指定の場合、その理由：

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

業務の範囲

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

法人理念「共生 ともいき」に基づき、入居者個人の尊厳
及び意思を尊重し、安心かつ安全な生活を営むことがで
きるよう、身体的・精神的なサポートを実施して、入居者
が地域社会の一員として自立できることを基本方針とし
ている。

共生の精神に則り、
入居者が安心して
安全な生活ができ
るよう、差別するこ
となく平等に処遇す
ることができた。

老人ホーム条例に基づく利用申出に対しては、何人によ
らず拒まないことを基本方針としている。職員には性別、
年令、社会的身分等によって入居の可否判断をしないよ
う徹底している。また入居後においても、信条、宗教、身
体的・精神的状況等の違いにより施設生活が制限されな
いよう職員は配慮している。

条例の趣旨を尊重
し入居の判断を
行っている。
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法人規定に基づき苦情解決責任者及び苦情受付担当者
を設置し、施設内掲示にて入居者に対し苦情解決の仕
組みを周知している。常時「意見箱」を集会室に置き、苦
情、要望の収集に努めている。（意見箱投書件数、３年度
は１件）

＜協議会メンバー＞

入居者、拓寿園職員

▽　要望・苦情対応

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

協議・報告内容

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

開催回

・全体懇談会

例年3月に札幌市や地域の代表者等から施設の運
営について意見を伺うため開催しているが、今年度
も新型コロナ感染防止のため開催せず、書面により
行った。

公認会計士等による外部会計監査を実施している。法人
本部による例月審査を行っている。会計責任者及び出納
職員を置き、小口現金、預金の相互チェックを行い、引き
続き不祥事防止を図っている。

厳正的確に管理す
ることができた。

随時、相談に応じ、
入居者間の理解と
親和を深めるよう援
助することができ
た。

事業活動における環境への負荷の低減に心がけ、二酸
化炭素の排出削減を事業活動のあらゆる場面で考慮し
ている。具体的には、冬季にも夜間暖房を一時的に停止
する、日中照明を間引きする等を実施している。

日頃から環境への
配慮を心がけ入居
者、職員ともに節電
節約の意識を持っ
て生活することがで
きた。

内部、外部の研修
を受けることによ
り、人材のスキルが
アップしていると実
感できる。

業務分担、連絡系統などについて再度確認した。職員の
資質向上をめざし、内部研修（事故防止、感染症予防
等）の実施。社会福祉法人会計等の研修はZOOMにより
参加した。

職員３人が職種を
越えて連携すること
ができている。

緊急時、入居者の安全確保のため本部職員の応援体制
を作っている。また、入居者の生活の質向上に向け、引
き続き介護予防等を実施し自炊生活を維持できるよう取
り組んでいる。

委託業者との連絡
を密にし、業務の適
正実施を確認した。

施設の管理業務、清掃等を第三者に委託している。担当
業務員の病欠の際には、交代要員を出させ、適正実施を
確保した。

月１回

集会室への集いができないため、連
絡事項や注意喚起についての文書を
配布。

・運営協議会

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

各種法令を遵守
し、適切に労働時
間の管理ができて
いる。

仕様書に沿って施
設及び設備の維
持管理を行ってい
る。

入所者の退所後
の生活を視野に
入れ、情報提供、
意識付けを個別
相談・家族相談等
で行っている点が
評価できる。

計画どおり夫婦部
屋の稼働率を維
持させることがで
きた点は評価でき
る。
個室については
新型コロナウイル
ス感染症の影響も
あるものの、今後
も高い稼働率を維
持できるよう努め
てほしい。

▽　福祉施策に関する学習機会の提供業務

▽　福祉施策に関する情報収集及び提供業務

93.24

504

▽　福祉施策に関する市民の自主活動及び交流の支援業務

▽　防災

487

35.16

（4）事業の計
画・実施業務

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有無
などの安全衛生面を含む)

防災計画に則り、９月３月に火災訓練を実施予定だった
が、新型コロナ感染防止のため実施できなかった。
非常食と飲料について入替えを行った。
非常用ランタン、カイロ、断熱シートを常備した。

労働基準法に基づく36協定(時間外労働・休日労働に関
する協定)を締結した。職員が業務上負傷し、あるいは疾
病にかかった際の療養補償、休業補償等を規定してい
る。

（5）施設利用
に関する業
務

R２年度実績 Ｒ３年度計画

随時、個人相談、家族相談を行い、当園を退去した後の
生活等についてアドバイスしている。

422

40.58

Ｒ３年度実績

42

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

人数(人）

▽　福祉施策に関する相談業務

▽　利用件数等

件数(件)

個室

96.63稼働率(％) 100

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上 労働時間を管理す

ることができた。

48

夫婦室

48 48

入居者からの日々の細かな要望、意見等について、傾聴
した職員が記録入力し、３名の職員が同一認識を持つよ
うにしている。

記録の入力漏れな
いよう心掛け実施で
きた。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己
評価の実施）

防災啓発として「火
の用心だより」を個
別に配布した。

消防設備の点検を年2回実施し、入居者の安全を確保し
ている。仕様書に適合した損害賠償保険（施設及び車
両）に加入した。

保守点検、夜間管理などについて、仕様書及び委託契約
条項に則り、適切に実施した。日常的に園内・園外の点
検・整備を図った。通常清掃業務（週３回）。防虫防疫点
検（年２回）。床ワックスがけ(年２回）。

保守点検などは法
令厳守の上実施で
きた。

安全面、危機管理
面の対策について
は、職員の意識向
上はもとより、入居
者に対しても注意
喚起を働きかけるこ
とができた。

「福祉制度講話会」を月１回開催していたが、集会を開け
ないため当面の間中止とした。

介護保険等の個別
のケースについて
相談対応している。

法人内又は近隣の福祉施設の入居情報等を収集し、入
居者の今後の参考として提供している。

自主活動及び交流については感染予防のため中止とし
た。

左記の利用促進の
取組みを行い、個
室や夫婦室の問合
せ、見学者を得るこ
とができた。

件数(件)
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

計画どおり夫婦部
屋の稼働率を維
持させることがで
きた点は評価でき
る。
個室については
新型コロナウイル
ス感染症の影響も
あるものの、今後
も高い稼働率を維
持できるよう努め
てほしい。

ウェブアクセシビリ
ティに関する指針
や評価表が未だ
ホームページで公
開されていない。
その他について
は、仕様書の要求
水準に基づいて
業務を行ってい
る。

できるだけ市内企
業へ発注するな
ど、地元企業への
配慮が見られた。

ウェブアクセシビリティの対応については、法人本部で次
回の改修時に合わせ対応する予定である。

札幌市養護・軽費老人ホーム部会に当園職員がウェブ
サイト委員として参加した。

*件数（件）とは月ごとの利用者数の積算。
人数（人）とは月平均利用者数の値。

▽　不承認0 件、　取消し0 件、　減免0件、　還付0 件

▽　利用促進の取組

総合満足度、接遇
に対する満足度と
もに要求水準に達
している。また、昨
年に比べ総合満
足度が向上した点
については評価で
きる。

計画的な予算執
行がなされてい
る。

・利用料について、９４％が満足、ほぼ満足、普通と回答。

・職員対応について、９３％が満足、ほぼ満足,普通と回答。

・入浴について、９６％が満足、ほぼ満足,普通と回答。

・今の生活について、７２％が満足、ほぼ満足、普通と回答。

・全体的に、９３％が満足、ほぼ満足,普通と回答。

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

実施方
法

▽　引継ぎ業務

２　自主事業その他

▽　自主事業

人数(人）

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

稼働率(％)

夫婦室 4 4 4

（6）付随業務 ▽　広報業務

結果概
要

50 5050

当法人ホームページや札幌市養護・軽費老人ホーム部
会ホームページに空室情報を掲載した。

４　収支状況

18収入 34,821 34,839

▽　収支

項目 Ｒ３年度計画 Ｒ３年度決算 差（決算-計画）

（千円）

第三者委託業務等
は可能な限り市内
企業に発注するよう
心掛けた。

左記の利用促進の
取組みを行い、個
室や夫婦室の問合
せ、見学者を得るこ
とができた。

【自由意見】何があっても職員の方がしっかり管理して
下さり日常生活に於いては、安心で心強く幸せに生活
させて頂いて居ります。感謝です。

収支決算について
は、適正に執行し
た。

札幌市社会福祉協
議会のホームペー
ジの更新等に貢献
した。

なし

なし

防虫防疫業務等の第三者委託は、市内企業に発注している。夜間・休
日管理業務及び清掃業務をシルバー人材センターに委託した。

1月・2月、入居者への用紙配布により実施。　

３３名から回答、回収率８６．８％。

・総合満足度は目標９０％に対し結果９４％だった。

・接遇に関する満足度は目標９０％に対し結果９４％だった。

・設備環境について、９３％が満足、ほぼ満足、普通と回答。

今後も入居者の健
康維持増進（身体
的、精神的）をサ
ポートしていく。
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Ⅲ　総合評価

計画的な予算執
行がなされてい
る。

入所者確保のため、PR活動を行うことで個室・夫婦部屋
ともに高い稼働率を維持している点は評価できる。入居
者アンケートについては、昨年から改善し総合満足度、
接遇ともに要求水準を満たした点についても評価でき
る。

ウェブアクセシビリティに関する指針や評価表が未だ
ホームページで公開されていないため、早急に公開する
よう対応の必要がある。

自主事業支出 0 0 0

収入-支出 691 619 ▲ 72

0

利益還元 0 0 0

法人税等

指定管理業務支出 34,130 34,220 90

支出 34,130 34,220 90

0 0自主事業収入 0

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

0

【指定管理者の自己評価】

純利益 691 619 ▲ 72

▽　説明

▽　安定経営能力の維持 適 不適

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

総合評価 来年度以降の重点取組事項

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

0

34,811 34,829 18

利用料金 0 0 0

指定管理費

指定管理業務収入 34,821 34,839 18

当法人は７つの老人施設、１つの病院、２つの地域包括支援センター、
１つの保育園を運営しており、経営能力は安定的である。

それぞれの条例の規定に則り、適切に対応している。情報公開請求は
今年度も無かった。

自炊型施設である当園での生活を安心安全に送れるよ
う環境整備に積極的に取り組んでいる。
入居者の体調管理に重点を置き、毎日の検温や体調確
認などを行い、早期の対応に取り組んでいる。
新型コロナの感染防止のため、入居者が集まる行事・事
業を中止しているが、国や市の動向を注視し適切に対
応している。

新型コロナの感染状況を見極めながら、入所者が感染し
ないよう慎重に事業再開に向け対応したい。
地域の一員として一層認知されるよう町内会や地域の
福祉団体、学校等との交流を深めていきたい。
個室、２人部屋に空きが発生しているため、周辺地域等
に対するＰＲに努めたい。

収支決算について
は、適正に執行し
た。

収入について、「指定管理費」は、協定に基づき執行されている。収入
の「その他の収入」については、広報さっぽろ配布謝礼金である。「自主
事業」は行っていない。支出については、外出等の行事が中止のため
教養娯楽費は減少したが、感染対策により保健衛生費や消耗品費が
増加した。全体としては収支差６１９千円となった。

その他 10 10 0
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